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要旨: 本研究では、中国語を専攻している日本人大学生の中国語学習者 20 人を対象に、モノローグ形式の    
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ーグ形式のスピーキングタスクを異なる時期(2 年次と 3 年次)に 2 回課し、11 指標について
その 2 つのデータの差異を観察した。その結果、2 年次から 3 年次の間に語彙と流暢さに伸
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者 39 人を対象に 3 種類のスピーキングテスト、すなわちインタビューテスト(question and 
answer between a teacher and a student)(A タイプ)、文を復唱するテスト(sentence 
repetition) (B タイプ)、口頭報告テスト(oral report)(C タイプ)を行った。これらのテス
トでの発話の特徴を比較するため、3 種類のテストでの発話の正確さ､流暢さ､複雑さが比較
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中国語を専攻している日本人の大学生 20人(男 8名、女 12名)が本研究の調査に参加した。
2013 年 7 月、上記の被験者たちが大学 2 年生の時に第一回スピーキングテストを実施した。
2014年 7月に大学3年生になった同じ参加者に対し、第2回スピーキングテストを実施した。 








前に用意された 3 つのトピックから１つを選んで、それについて 2～3 分ほど話すことが求め




3.3  分析指標 
  この節では、本研究で被験者の発話を分析する際に用いる 5 観点７項目の言語指標の計算
方法について述べる。 













例えば：“他的” “新的” “红的” “有的”など 
2. 動詞の重ね型と「V 不 V」形式 
例えば：“想想” “看一看” “能不能”など 
3．名詞＋単音節方位詞 
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   例えば：“家里” “公司里” “马路上”など 
4．数量詞フレーズ 
   例えば：“第一次” “两个” “这个”など 
5．部分挿入語 
   例えば：“比如说” “就是说”など 
更に、本研究では定型表現(固定短语、成语)も“词”と見なした。 
1． 固定短语 





例 1 “词”の数え方 
(1)我 吃 了 三碗 米饭。 
(2)我、我，找 工作 的 时候，最 重要 的 是 稳定。 
例 1 の(1)では、代名詞の「我」、動詞の「吃」、助詞の「了」、数量詞フレーズ「三碗」と
名詞の「米饭」、全部で 5 個の“词”からなる。 
例 1 の(2)では、代名詞の「我」を繰り返し使っているので、1 つと数え、その後動詞の「找」、
名詞の「工作」、助詞の「的」、名詞の「时候」に続き、最後の形容詞の「稳定」まで、全部
で 10 個の“词”を用いたとする。 
 
3.3.2  発話の正確さを測定するための言語指標 
外国語教育の分野では、基本的に「誤りのない AS ユニット」の割合を発話の正確さを測定
するための言語指標とする。AS ユニットとは、英語をはじめ、外国語教育分野での発話を分
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例 1 独立した単文の例 
(1)  |我吃饭(私はご飯を食べる) | (1AS ユニット) 
(2)   |他去商店买手表(彼は商店に行って時計を買う) | (1AS ユニット) 
・複文の扱いについて 
例2 複文の中の単文において構造や意味が完全なものである場合 
(1)   |前面是地铁站，|后面是超市。|  (2AS ユニット) 
     (前は地下鉄の駅で、後ろはスーパーです。) 
 (2)   |他来不来没关系，|我不太在乎。|   (2AS ユニット) 
    (彼が来るか来ないか関係ない、私はあまり気にしない。) 
例3 複文の中の単文において構造や意味が完全なものではない場合 
(1)   | 如果你去的话，我也去。|  (1 AS ユニット) 
    (もしあなたが行くならば、私も行く。) 
 (2)   |他一边上学， 一边打工。|    (1 AS ユニット) 




 (1)   |你来日本几年了?(日本に来て何年？)  |  (1AS ユニット) 
   |两年(2 年)。 |  (1AS ユニット) 
例 5 マイナーな発話。Irregular sentences や Nonsentences と分類されたもの。 
 (1) | 谢谢(ありがとう)|  (1AS ユニット) 














以下､ 複雑さの 2 つの指標についてそれぞれの計算方法について述べる。 
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3.3.3.1  構文パターンの多様性 
統語の多様性の言語指標である「基本構文総数に対する異なり構文の数の割合」の計算方
法は以下に示す。まず、基本構文は李艶羽(2009)に従い、以下の 14 種類とした。 
① 名詞述語文 (名词谓语句) 
② 動詞述語文 (动词谓语句) 
③ 形容詞述語文 (形容词谓语句) 
④ 主述述語文 (主谓谓语句) 
⑤ “把”構文 (“把”字句) 
⑥ 受け身の表現 (“被”字句) 
⑦ 連動文 (连动句) 
⑧ 兼語文 (兼语句) 
⑨ 存現文 (存现句) 
⑩ 比較表現 (比较句) 
⑪ 二重目的語文 (双宾句) 
⑫ “是…的”の表現 (“是…的”句) 
⑬ “有”を用いた表現 (“有”字句) 
⑭ “是”を用いた表現 (“是”字句) 
 構文の認定方法は鹿琮世(1987)に従った。2 種類以上の構文が混ざって現れた時、現れた
構文の種類の個数に従い構文の個数を認定した。以下の例 1 で具体例を示す。 







るが、構文は 2 種類として数える。  
「基本構文総数に対する異なり構文の数の割合」の計算方法に関して、まずひとつの発話
の中で上述の構文が何種類使われたかを数えた。重複して使われても１回としか数えない。
その後得られた数を 14 で割り、その割合を計算する。 
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単語は異なり語である。( )内の数字は異なり語数である。   
例１「総語数に対する異なり語数の割合」の数え方 
但是，你们 觉得 如果，爱 一个 人，会 标准 那样 吗(11 個)？因为 如果 你们，
找 一个 比较 合适 的 人，(6 個)你们 也，一钟钟情, 一见钟情 就……我 也 
会 不 相信。(6 個)但是，如果 你们 爱 一个 人，你们，没有 那样，如果 那样，
你们 的 标准 就 会 没有 了。(3 個) 
(異なり“词”数 26÷総“词”数 48＝異なり語数の割合 54％) 
 






一定時間(1 分)における以下の言語指標の出現頻度を求めた。なお、本研究では 3 秒以上の
沈黙をポーズとして数える。以下、本研究で用いる流暢さの言語指標の具体例を示す。 
 
3.3.4.1  ポーズの数 
  句末、 文末などの文法的切れ目に生じるポーズである。音声を伴わないポーズと“啊”(ア
－)、“嗯”(ウン)、“喔”(オ－)、“呃(エー)”などの音声を伴うポーズがある。 
例 1：因为(停顿 3 秒)，人们都喜欢，找, 好好的房, 愿意好好的房间。 
      (なぜなら(沈黙 3 秒)、人々が皆好き、よい部屋を探すのが、よい部屋を願っている。)  
例 2：那，以后，嗯(停顿 3 秒)，以后看大，家，家外面的一个重要的、重要的楼。 
      (それから、うん(沈黙 3 秒)、それから外の重要な建物を見る。) 
 
3.3.4.2  繰り返し、自己訂正の数 
  統語、形態素、語順が修正されずに繰り返された単語、句、節の数、または自分で間違い
を意識し、訂正することが行われた回数。 
  例１：所以,(停顿 4 秒)，所以，要稳定的工作。 
    (だから、(沈黙 4 秒)、だから、安定したお仕事がほしい。) 
  例 2：工作的时候，那个公司，不太稳定的话，很容易被开，开雇，(停顿 3 秒)开除(笑)。 
     (仕事をするとき、会社はあまり安定ではないと、开，开雇，(沈黙 3 秒)开除(解雇) 
       されやすい(笑)。) 
 
3.3.5  接続詞の使用の測定方法 
本研究では、一まとまりの発話を分析対象としているため、発話の首尾一貫性及び文と文
の関係を示す接続詞(连词)の使用も 1 つの分析指標とした。こちらも一定時間(1 分)におけ
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表 1  分析する言語指標の種類 
          指標 
 発話量 :１分間当たりの“词”の数 
正確さ：誤りのない単文の割合          
複雑さ：総語数に占める異なり語数の割合 
          14 種類の 基本構文総数に対する異なり構文の数の割合 
流暢さ：１分間当たりのポーズ数 













 表 2 は、第 1 回と第 2 回のスピーキングテストの発話の結果を示している。全体として、
平均値から見れば、1 回目から 2 回目にかけて、程度の差はあるが、すべての項目において
伸びが見られた。 
表 2 各言語指標の平均値＆標準偏差  
 1 回目 2 回目 
 M(注 1) SD(注 2) M SD 
発話量 61.1 8.30 75.6 7.51 
誤りのない単文 .77 .00 .79 .00 
異なり語数の割合 .69 .00 .70 .00 
14 種類の構文 .30   .00 .31 .00 
ポーズ数 3.05 .57 2.45 .26 
繰り返し、自己訂正 .80 .37 1.5 .68 
接続詞の使用 .75 .37 1.1 .68 
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注 2：SD＝Standard Deviation、標準偏差である 
 
4.2 発話量に関しての結果 
 発話量を表す１分当たりの“词”の数は、2 年次と 3 年次との比較では、順調に上昇して













   




北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 








   










   
  図４：構文の多様さの比較 
 
4.5 流暢さに関しての結果 
 流暢さを表す指標は 2 つあり、1 つはポーズの数を数える方法で、本研究では、1 分間当た
りのポーズの数を数えた。もう 1 つは非流暢さの尺度を数える方法で、本研究では、1 分間
当たりの繰り返し及び自己訂正の数を数えた。 
 
日本人大学生の中国語スピーキング能力の発達研究                                        曲 明 




4.5.1 1 分間当たりのポーズの数について 
 1 分間当たりのポーズの数は、2 年次と 3 年次との比較では、3 年次の方がポーズの数が少
なくなった。データに対応があるｔ検定を行ったところ、1％水準の有意差が生じた(ｔ(19)
＝2.69，P<.00)。このことから、2 年次の発話は 1 年間の中国語学習を経て、ポーズの数が
少なくなり、流暢になったことがわかった。また、ポーズが続く時間を見ると、2 年次には、
最長 15 秒ほど沈黙した学生がいたが、3 年次になると、最長の沈黙でも 4 秒ほどであった。 
 
   
  図５：ポーズの数の比較 
 
4.5.2 1 分間当たりの繰り返し及び自己訂正の数について 





第 5 節で考察を行う。 
 
   
  図 6：繰り返し、自己訂正の数の比較 
 
4.6 接続詞の使用に関しての結果 
 文と文の関係を示す接続詞の使用に関しては、2 年次と 3 年次との比較では、平均値はほ
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た(ｔ(19)＝-1.56，ns)。また。平均値を見ると、2 年次、3 年次ともに 1 分間当たりの発話
に接続詞はおおよそ 1 個しか使わないことがわかった。 
   
  図７：接続詞の使用の比較 
 
5. 考察 
 本研究では、日本人大学生の中国語学習者が 1 年間でどのようにスピーキング能力が伸び
るのかについて、スピーキングテストを 2 回実施し、発話量、正確さ、流暢さ、複雑さ、接
続詞の使用と 5 つの観点、７項目から分析を行った。 
 第 4 節の結果をまとめると、日本人の大学生中国語学習者の発話は、1 年間の学習を経て、
有意に変化したのは発話量(3 年次には発話量が増えた)、流暢さ(3 年次には 1 分間当たりの
ポーズ数が少なくなったが、繰り返し、自己訂正の数が増えた)であった。対照的に、有意な
変化がなかったのは、正確さ、複雑さ、と接続詞の使用であった。 












 正確さに関しては、2 年次と 3 年次と比較した結果、有意差はなかったが、誤りのない単
文の割合の平均値は 2 年次と 3 年次とともに 7 割を超えたため、学習者たちが正確さは高め
の発話をしていたことがわかった。今回のテストは期末試験であったため、学生たちは何よ
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付録:2 年生、3 年生の発話例 






3 年生 B の発話 
我的业余生活 
我周末喜欢去唱卡拉 OK，打保龄球，和买东西。有时候吃野外烧烤。日本的年轻人最喜欢跟朋友们
一起去买东西。中午我们在咖啡馆一起吃午饭，然后照贴纸照片。最近的贴纸照片高性能，很大的
和明亮的照明的帮助，她们的皮肤很好看。技术的处理的帮助，她们的眼睛，眼睛很大。她们的嘴
很长，很性感。 
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